
Republic of Colombia

コロンビア

　50年以上にわたる紛争が鎮静化して
治安改善や経済成長の兆しが見えるが、
貧富の格差が大きく地域開発は大きな
課題。農業は帰還した兵士たちの雇用
の重要な受け皿としても期待されている。

国名  ：コロンビア共和国
通貨 ： ペソ
人口 ：4,965万人（2018年、世界銀行）

公用語 ：スペイン語

首都：ボゴタ

　
農
業
で
は
、
従
事
者
の
能
力
が
生
産

性
や
品
質
に
大
き
く
影
響
す
る
。
経
験

を
積
ん
だ
一
流
の
農
業
従
事
者
は
、
そ

の
日
の
気
候
や
土
の
状
態
、
作
物
の
様

子
な
ど
か
ら
最
適
な
世
話
の
仕
方
が
分

か
る
と
い
う
が
、
新
規
就
農
者
が
同
じ

こ
と
を
す
る
の
は
難
し
く
、
そ
の
習
得

に
は
長
い
年
月
を
要
す
る
。
栽
培
技
術

の
一
般
化
や
継
承
は
農
業
が
抱
え
る
課

題
の
一
つ
だ
。

　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
提
供
の
「e-kakashi

（
イ
ー
カ
カ
シ
）」
は
、
環
境
デ
ー
タ＊
1

と

栽
培
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
て
栽
培
を

〝
見
え
る
化
〞。
植
物
科
学
の
知
見
を
積

ん
だ
A
I
（
人
工
知
能
）
が
科
学
的

に
分
析
し
、
そ
の
時
々
に
す
べ
き
こ
と

を
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
し
て
く
れ
る
農
業

I
o
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン＊

2

だ
。
気
温

や
日
射
量
、
空
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃

度
な
ど
日
々
変
化
す
る
デ
ー
タ
の
蓄
積

か
ら
、
最
適
な
収
穫
時
期
や
品
種
、
生

育
状
況
に
合
わ
せ
た
管
理
の
や
り
方
な

ど
を
定
期
的
に
計
算
し
、
さ
ら
に
病
害

虫
発
生
な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ
る
際
に
は
、

注
意
喚
起
も
し
て
く
れ
る
。

効
果
的
な
農
法
を
開
発

　
近
年
、
こ
う
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の

普
及
が
進
ん
で
い
る
。
日
本
国
内
で
は

複
数
の
メ
ー
カ
ー
が
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
、
1
0
0
0
近
く
も
の
ほ
場
（
農

作
物
を
育
て
る
場
所
）
で
セ
ン
サ
ー
が

運
用
さ
れ
て
い
る
。
J
I
C
A
で
も
、

衛
星
技
術
や
ド
ロ
ー
ン
、
ロ
ボ
ッ
ト
農

機
な
ど
の
導
入
支
援
を
扱
う
案
件
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
2
0
1
4

年
に
J
I
C
A
が
開
始
し
た
コ
ロ
ン

ビ
ア
で
の
科
学
技
術
協
力
で
は

e-kakashi

が
導
入
さ
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
目
標
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
水
田

事
情
に
即
し
た
節
水
・
省
資
源
型
の
稲

作
シ
ス
テ
ム
の
確
立
だ
。
現
地
で
調
整

や
研
究
を
行
っ
た
専
門
家
の
小
川
諭
志＊
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さ
ん
は
、
事
業
の
全
体
像
を
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

「
稲
作
に
お
け
る
肥
料
の
削
減
と
節
水

は
、
世
界
的
な
人
口
の
増
加
に
よ
る
需

要
の
増
大
や
水
資
源
の
有
限
性
か
ら
、

地
球
規
模
で
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
、
適
切
な
栽
培

管
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
水
や
肥

料
の
利
用
効
率
が
低
く
、
生
産
コ
ス
ト

が
他
国
と
比
べ
て
も
高
い
割
に
農
産
物

の
品
質
は
悪
い
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
政
府
や
現
地
の
農

業
組
合
は
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
高
品
質

な
米
の
効
率
的
な
生
産
を
目
指
し
て
い

た
の
で
、
技
術
革
新
は
不
可
欠
で
し
た
。

　
事
業
で
は
、
①
少
な
い
水
や
肥
料
で

栽
培
で
き
る
イ
ネ
の
開
発
、
②
効
率
的

な
肥
料
の
施
し
方
や
量
の
検
証
、
③
効

率
的
な
灌
漑
技
術
の
導
入
、
④
栽
培
技

術
の
継
承
と
社
会
実
装
と
い
う
四
つ
の

分
野
か
ら
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
、

い
ず
れ
に
お
い
て
も
高
い
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
」
と
小
川
さ
ん
。

　
I
o
T
技
術
の
活
用
は
と
り
わ
け

④
栽
培
技
術
の
継
承
に
貢
献
し
て
い
る

と
い
う
。e-kakashi

の
実
証
実
験
で

は
、
①
〜
③
で
集
め
た
知
見
を
も
と
に
、

新
規
開
発
さ
れ
た
イ
ネ
に
適
し
た
栽
培

ノ
ウ
ハ
ウ
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
い
っ

た
。
実
験
に
参
加
し
た
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

の
戸
上
崇
さ
ん
は
、「
知
見
を
積
み
重

ね
て
き
た
5
年
間
だ
っ
た
」
と
振
り
返

る
。「e-kakashi

に
新
系
統
の
イ
ネ
の

生
育
情
報
や
気
象
の
デ
ー
タ
を
取
り
込

ん
で
試
験
的
な
運
用
を
行
い
ま
し
た
。

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
栽
培
は
必
要
以
上

の
水
や
肥
料
を
使
わ
な
い
た
め
生
産
コ

ス
ト
が
低
く
環
境
に
優
し
い
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
最
大
20
パ
ー
セ
ン
ト
発
生
し

て
い
た
収
穫
遅
れ
に
よ
る
損
失
は
、
適

切
な
収
穫
期
の
予
測
に
よ
っ
て
限
り
な

く
ゼ
ロ
に
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
、

実
験
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
利
点
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
農
業

農
村
開
発
省
や
現
地
の
農
家
か
ら
も
、

非
常
に
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
一

方
で
、
電
力
供
給
が
不
安
定
で
あ
っ
た

り
、
携
帯
電
話
回
線
が
つ
な
が
ら
な
い

地
域
が
あ
る
な
ど
、
日
本
で
は
経
験
し

な
か
っ
た
問
題
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
そ
れ
ら
の
地
域
で
働
く
農
業
者

に
も
こ
の
技
術
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

現
地
の
通
信
事
業
者
と
の
連
携
に
も
動

き
出
し
て
い
ま
す
」。

　e-kakashi

は
J
I
C
A
の
事
業
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
日
本
の
総
務
省
に

上 ： 異常気象による過去の影響を地図上に表示するサービス。
左 ： サービスについて地域の農民リーダーらに説明した。

精密農業
データ収集中！

先進農家を研究者として位置づけ、事
業の正式メンバーとして直接的に参画
してもらったことで、生産現場の問題や
経営農家の視点を得ることができた。

コロンビアのほ場に設置されたe-kakashiのデータ収集端末。
土中などにある各種センサーと接続して環境データを収集し、
携帯電話回線を介してデータをクラウドに送信する。

スマートフォンで
栽培状況を確認！

東京大学大学院農学生命科学研究科
カミロ・バリオス・ペレスさん
　途上国の多くの農業従事者は情報や教育を必要としており、コロン
ビアの人たちもその機会を求めています。過去に異常気象が収量に
与えた影響を地図上に表示するサービスや、異なる土壌・気候条件下
でのイネの生育を予測するサービスを開発してウェブ上に公開したとこ
ろ、農家から「気候のリスクがよく分かる」と好評です。

　農業を科学的に支援するサービス。
ほ場の栽培・環境データを集めて、AIで
科学的に分析することで、いまどんなリ
スクがあり、どう対処すべきか、最適な
生育環境が実現できるように導く。

ほ場の環境を
“見える化”するグラフ機能

e-kakashiとは

作業指示や病害虫発生などの
リスクを知らせる栽培ナビゲーション

上は２点ともに開発中の画面。

＊1 気温、相対湿度、地温、水温、土壌体積含水率、土壌EC（電気伝導度）、日射量、CO2濃度。
＊2 問題を解決するための情報システム。　＊3 現国際農林水産業研究センター 研究員

気候変動対策にも
貢献

情報はコロンビア
農業振興のカギ

ソフトバンク
測位ソリューション部 担当部長 兼
e-kakashi課 課長
戸上 崇（とがみ・たかし）さん
　水田は温室効果ガスの一つで
あるメタンを多く放出し、人間の
活動によって排出される総排出
量の約20%が水田由来だともい
われています。e-kakashiは作物
の品質と収量に影響のない範囲
で水管理の最適化を支援するた
め、水資源の最適利用やメタン
発生の抑制につながり、気候変
動対策にも貢献できるのです。

よ
る
精
密
農
業
の
普
及
可
能
性
に
か
か

る
実
証
実
験
や
、
米
州
開
発
銀
行
に
よ
る

コ
メ
栽
培
の
生
産
性
・
持
続
可
能
性
向
上

へ
の
取
り
組
み
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

I
o
T
技
術
に
寄
せ
る
期
待

　
農
業
従
事
者
が
収
穫
に
向
け
て
行
う

多
様
な
意
思
決
定
を
助
け
る
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
に
取
り
組
む
コ
ロ
ン
ビ
ア
側
研

究
者
の
カ
ミ
ロ
・
バ
リ
オ
ス
・
ペ
レ
ス

さ
ん
は
、
I
o
T
技
術
が
コ
ロ
ン
ビ

ア
の
農
業
を
大
き
く
変
え
る
と
考
え
て

い
る
。「
新
世
代
の
若
い
農
業
従
事
者

は
、
自
分
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
営
農

情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
即
時
に
得

る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に

よ
っ
て
農
業
は
気
候
変
動
の
影
響
を
受

け
づ
ら
く
な
り
、
環
境
に
与
え
る
影
響

を
少
な
く
し
な
が
ら
、
着
実
に
収
益
を

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。
多
文
化
・
学
際
的
な
研
究
チ
ー

ム
で
、
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
向

か
っ
て
解
決
策
を
創
造
す
る
仕
事
が
で

き
た
こ
と
は
私
の
誇
り
で
す
。
今
後
も

日
本
の
研
究
者
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
農
家

と
協
力
し
な
が
ら
、
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

データが拓く
農業の新時代

案件名 遺伝的改良と先端フィールド管理技術の活用による
ラテンアメリカ型省資源稲作の開発と定着プロジェクト
2014年5月〜2019年5月

熟練の技や経験則の“見える化”とデータに基づく“スマート”な農業で、
高品質な作物栽培をすべての農業者へ─

そんな夢の技術の導入がコロンビアで進められている。
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